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Health Monitoring モジュール

Sun™ Control Station の Health Monitoring (健全性監視) コントロールモジュールを
使用すると、管理対象ホストのさまざまなパラメータの状態を監視することができま
す。本マニュアルでは、Health Monitoring コントロールモジュールを通じて利用可
能な機能とサービスについて説明します。このモジュールで実行可能な作業は、次の
とおりです。

■ ホスト、またはホストグループの健全性状態の概要を表示する

■ 管理対象ホストから最新の健全性状態を取得する

■ 管理対象ホストのポーリングのスケジューリングにより、健全性状態を取得する

■ 管理対象ホスト上のエージェントが応答し、そのホストにネットワーク経由でア
クセス可能であることを確認する

■ Control Station が、個々のホストから最新の健全性状態を即座に取得できるよう
にする

■ Health Monitoring モジュールのパラメータを設定する

■ 重大なシステムイベント (感嘆符の黄色アイコンまたは X 印の赤アイコン) がある
場合、Health Monitoring モジュールから警報を受信するための電子メールアドレ
スを入力する

注 – 本マニュアルでは、読者が Sun Control Station ソフトウェアの基本操作を理解
していると想定して説明します。状態アイコン、選択ウィンドウ、スケジューラ、
「タスクの進捗状況」ダイアログなど、Sun Control Station の基本的な機能の概要に
ついては、『Sun Control Station 2.2 管理者マニュアル』を参照してください。
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管理対象ホストの監視方法
Health Monitoring モジュールでの監視は、ポーリングとイベントに基づいて行われ
ます。つまり、健全性状態は、各ホストからクライアント状態情報を読み出すための
ポーリングを開始する Control Station、あるいは問題 (イベント) が生じたときに 
Control Station に通知を行う管理対象ホストにより獲得されます。

図 1 に、「クリティカルなイベント」テーブルと「管理ホストグループの状態」テー
ブルの例を示します。

図 1 健全性監視テーブル

健全性監視テーブルでイベントに付けられたタイムスタンプは、黄色から赤に変わる
など、最後に状態の変化があった時間を示します。

健全性監視警告
重大なイベントが Control Station に存在する場合、UI の左上に状態の警告が表示さ
れます。「警告」イベントまたは「重大」イベントへの移行が検出あるいは生成され
た場合 (健全性ポーリング中に黄色または赤色で示される状態が戻された場合) に、
重大イベントが生成されます。

重大イベントは、管理対象ホスト上のサービスやハードウェアコンポーネントに関係
する事象です。
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判明している問題点
この節では、Health Monitoring モジュールを使用する際に伴ういくつかの問題につ
いて説明します。これらの問題は、特定のホストが複数のコントロールステーション
から管理されている場合に多く発生します。

設定値の不一致

健全性監視の設定 (CPU アラームのしきい値など) は、任意の Control Station から変
更できます。ある Control Station で設定を変更すると、変更された値が Control 
Station のすべての管理対象ホストに反映されます。

このような場合は、最新の設定変更による値によって管理対象ホスト上の初期値が上
書きされます。ただし、ほかの Control Station のインタフェースに表示される設定
には、最新の設定変更は反映されません。

最良の結果を得るには、複数の Control Station で特定のホストを管理している場合
は、各 Control Station で、健全性監視を必ず同一の値に設定してください。

健全性監視での予期しない LOM 情報について

この問題は、1 台のホストが 2 台以上のコントロールステーションから管理されてい
る場合に、次の条件で発生します。

■ LOM (Lights Out Management) がどちらかの Control Station にインストールされ
ており、もう一方にはインストールされていないこと

■ LOM コントロールモジュールのクライアントソフトウェアが、管理対象ホストに
インストールされていること

Health Monitoring コントロールモジュールは、LOM 情報が利用可能であれば、そ
の情報を受け取るように設定されているため、すべての Control Station に LOM コ
ントロールモジュールがインストールされていなくても、すべてのコントロールス
テーション上の健全性監視テーブルにこの LOM 情報が表示されます。

これはバグや動作異常ではありません。LOM 情報が表示されないはずの健全性監視
テーブルに LOM 情報が表示される場合があるということです。
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「健全性監視」画面
「健全性監視」メニュー項目をクリックすると、サブメニュー項目が表示され、管理
対象ホストに関するサービスやハードウェアコンポーネントの現在の動作状況を表
示、またはその動作状況を更新できます。

次のようなサブメニュー項目があります。

■ 「健全性サマリー」 (4 ページの「健全性サマリー」を参照)
■ 「ホストの表示」 (8 ページの「すべてのホストの健全性サマリーの表示」を参照)
■ 「設定」 (9 ページの「設定」を参照)

健全性サマリー

「健全性サマリー」サブメニュー項目を使うと、管理対象ホストに関する健全性状態
の概要を表示できます。

「健全性サマリー」サブメニュー項目をクリックすると、「クリティカルなイベン
ト」テーブルと「管理ホストグループの状態」テーブルが表示されます (図 1 を参照
)。

■ 「クリティカルなイベント」テーブルには、管理者がすぐに対処すべきイベント
が表示されます。

■ 「管理ホストグループの状態」テーブルには、Control Station 上のホストグルー
プの全般的な状態が表示されます。

虫めがねのアイコンをクリックすると、次の 3 つのテーブルが表示され、ホストに関
する詳細情報を参照できます。

■ 「基本システムコンポーネント」テーブルには、CPU、ディスク、メモリ、およ
びネットワークに関する情報が表示されます。

■ 「基本サービス」テーブルには、特定のホスト上で動作する、FTP サーバー、
Telnet サーバー、Email サーバー、および DNS サーバーなど、さまざまなサービ
スに関する情報が表示されます。表示される項目は、参照しているホストの種類
に応じて異なります。

■ 「そのほかのシステムサービス」テーブルには、他社製のサービスやカスタマイ
ズされたサービスなど、管理者がホストに追加したサービスに関する情報が表示
されます。

注 – 新規に健全性監視サービスを追加する方法については、14 ページの「Health 
Monitoring モジュールへの新規サービスの追加」を参照してください。
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健全性監視データの表示

管理対象ホスト上の健全性監視データの概要を参照する手順は、次のとおりです。

1. 「健全性監視」→「健全性サマリー」を選択します。

「クリティカルなイベント」テーブルと「管理ホストグループの状態」テーブルが表
示されます。

2. 重大イベントに関するさらに詳細な情報を表示するには、「処理」列内の項目の隣に
ある虫めがねのアイコンをクリックします。

次の情報テーブルが表示されます (図 2 を参照)。

図 2 詳細情報テーブル

■ 基本システムコンポーネント

■ 基本サービス
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■ そのほかのシステムサービス

前の画面に戻るには、右上にある上矢印のアイコンをクリックします。

3. 管理対象ホストグループに関する詳細を表示している場合は、「管理ホストの状態」
テーブルが表示され、そのグループに属するホストの一覧が提示されます。

ここでも、「処理」列内のホストの隣にある虫めがねのアイコンをクリックできま
す。上記と同じ 3 つの情報テーブルが表示されます。

前の画面に戻るには、右上にある上矢印のアイコンをクリックします。

重大イベント更新ボタン

「クリティカルなイベント」テーブルの上に「表示の更新」ボタンがあります。この
ボタンは、UI フレームを更新し、データベース内の最新の情報を反映します。

しかし、このボタンは管理対象ホストからの新しい情報でデータベースを更新するも
のではありません。データベース内の情報を更新する方法については、7 ページの
「健全性状態の更新」を参照してください。

管理対象ホストで監視されるサービス

管理対象ホストで監視されるサービスには、次のものがあります。

■ DNS サーバー
■ Email サーバー
■ FTP サーバー
■ MySQL サーバー
■ SSH サーバー
■ Telnet サーバー
■ Web サーバー

重大イベントのクリア

管理対象ホストで発生した重大イベントは、「クリティカルなイベント」テーブルに
表示されます。特に対処しない重大イベントは、「クリティカルなイベント」テーブ
ルからクリアできます。問題自体は管理対象ホストに残りますが、以後「クリティカ
ルなイベント」テーブルのこの重大イベントに関する通知はなくなります。

注 – 同じ管理対象ホストで異なる問題に関する重大イベントが発生した場合は、
テーブルに新しい重大イベントとして表示されます。
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「クリティカルなイベント」テーブルから特定の重大イベント、またはすべての重大
イベントをクリアする手順は、次のとおりです。

1. 「健全性監視」→「健全性サマリー」を選択します。

「クリティカルなイベント」テーブルと「管理ホストグループの状態」テーブルが表
示されます。

2. テーブルから特定の重大イベントをクリアするには、「処理」列内の該当するイベン
トの隣にある削除アイコンをクリックします。

「クリティカルなイベント」テーブルが更新され、テーブルからその重大イベントが
削除されます。

3. テーブルからすべての重大イベントをクリアするには、テーブルの上にある「すべて
のアラームをクリア」をクリックします。

「クリティカルなイベント」テーブルが更新され、すべてのエントリが削除されま
す。

健全性状態の更新

各ホストの健全性状態を更新できます。この機能により、Control Station はホストか
ら最新の健全性状態を即座に取得できます。

あるホストに関する詳細情報テーブルを表示すると、UI に「ただちに更新」ボタン
が表示されます。管理対象ホストの健全性状態を更新する手順は、次のとおりです。

1. 「健全性監視」→「健全性サマリー」を選択します。

「クリティカルなイベント」テーブルと「管理ホストグループの状態」テーブルが表
示されます。

2. 「処理」列内の該当する項目の隣にある虫めがねのアイコンをクリックします。

詳細情報テーブルが表示されます。

3. 重大イベントの詳細を表示すると、次の情報テーブルが表示されます。

■ 基本システムコンポーネント

■ 基本サービス

■ そのほかのシステムサービス

4. 管理対象ホストグループに関する詳細を表示している場合は、「管理ホストの状態」
テーブルが表示され、そのグループに属するホストの一覧が提示されます。

ここでも、「処理」列内のホストの隣にある虫めがねのアイコンをクリックできま
す。上記と同じ 3 つの情報テーブルが表示されます。
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5. ホストの詳細情報テーブルを表示している画面で、テーブルの上にある「ただちに更
新」をクリックします。

この操作によって、Control Station は管理対象ホストからデータを即座に取得しま
す。

「タスクの進捗状況」ダイアログが表示されます。

6. 前の画面に戻るには、右上にある上矢印のアイコンをクリックします。

すべてのホストの健全性サマリーの表示

それぞれの管理対象ホストに関する総合的なデータを表示する手順は、次のとおりで
す。

1. 「健全性監視」→「ホストの表示」を選択します。

「管理ホストの状態」テーブルが表示され、管理対象ホストの一覧が表示されます (
図 3 を参照)。

図 3 「管理ホストの状態」テーブル 

注 – 「管理ホストの状態」テーブルに 11 以上のエントリがある場合は、最初の 10 
エントリがテーブルに表示されます。テーブルの下のボタンで、それ以外の範囲にあ
るエントリを選択できます。

2. 個々のホストの詳細を表示するには、「処理」列内の該当するホストの隣にある虫め
がねのアイコンをクリックします。

次の情報テーブルが表示されます。

■ 基本システムコンポーネント

■ 基本サービス

■ そのほかのシステムサービス

前の画面に戻るには、右上にある上矢印のアイコンをクリックします。
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3. ホストの詳細情報テーブルを表示している画面で、「ただちに更新」をクリックしま
す。

この操作によって、Control Station は管理対象ホストからデータを即座に取得しま
す。

「タスクの進捗状況」ダイアログが表示されます。

4. 前の画面に戻るには、右上にある上矢印のアイコンをクリックします。

UI の再表示

● 「表示の更新」ボタンをクリックします。

「管理ホストの状態」テーブルの上にあるこのボタンをクリックすることで、インタ
フェースがただちに更新され、データベース内の最新データが反映されます。

しかし、このボタンは管理対象ホストからの新しい情報でデータベースを更新するも
のではありません。

設定

アライブポーリング

この機能を使うと、管理対象ホスト上でエージェントが動作し、そのホストにネット
ワーク経由でアクセス可能であることを Control Station から確認できます。この機
能は、次のような仕組です。

1. Control Station が、単純なエージェントリクエストを送信します。

このリクエストがうまく配信されれば、エージェントは適切に動作しており、ホ
ストにネットワーク経由でアクセス可能です。「基本システムコンポーネント」
テーブル内のネットワークコンポーネントの状態は緑色になります。

このエージェントリクエストがうまく配信されない場合、ネットワークコンポー
ネントの状態は赤になります。図 2 の例を参照してください。

2. 配信に「失敗した」エージェントのあるホストは、ICMP (Internet Control 
Message Protocol) Ping によって、ネットワークの接続性が確認されます。

この ICMP Ping が成功すると、データベース内の健全性監視情報テーブルに、
Control Station が、特定の IP アドレスを持つホスト上のエージェントにアクセス
できなかったことが記録されます。

この ICMP Ping が失敗すると、データベース内の健全性監視情報テーブルに、
Control Station が、特定の IP アドレスを持つホストにネットワークを介してアク
セスできなかったことが記録されます。
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状態ポーリング

状態ポーリング間隔では、管理対象ホストからデータを取得するためのポーリングサ
イクルを開始する間隔 (4 時間ごとなど) を設定します。

このポーリング間隔を設定する場合は、Control Station が管理するホスト数を考慮す
る必要があります。管理対象ホストは、順番にポーリングされます。Control Station 
で通信できないホスト (Sun Control Station エージェントの障害を含む) が検出され
た場合、このホストのポーリングのタイムアウト時間は 10 分です。

Control Station が、1 回のポーリングサイクル中に複数のアクセス不能ホストに遭遇
した場合、指定されたサイクルが次のポーリングサイクルの開始までに完了しないこ
とがあります。

最小の状態ポーリング間隔は、1 時間です。Sun Control Station が多数のホストを管
理している場合には、長めの間隔を設定する必要があります。

アライブポーリングおよび状態ポーリングの設定

設定可能なアライブポーリングおよび状態ポーリングの設定には次のものがありま
す。

■ 「実行間隔」- Control Station が管理対象ホストと通信を試行する間隔を設定しま
す。たとえば、6 時間ごとなどに設定します。

■ 「実行する分」- アライブポーリングタスクを実行する時刻の分の桁を選択しま
す。分数を強調表示にし、矢印キーを使ってスクロールウィンドウ間を移動させ
ます。

■ 「電子メールアドレス」- アライブポーリングタスクの実行が通知される人の電子
メールアドレスを入力します。

■ 「開始時に通知」- タスクの開始時に通知する場合、このチェックボックスを有効
にします。

■ 「終了時に通知」- タスクの完了時に通知する場合、このチェックボックスを有効
にします。

設定可能な健全性監視設定

下記のパラメータを設定します。

■ 「イベントの有効化」- このチェックボックスを有効にすると、すべての管理対象
ホストが、ホスト上で生成されたすべてのイベントを Control Station に送信しま
す。このチェックボックスを有効にしない場合、Control Station にイベントは送
信されません。

イベントは、ポート 80 で Control Station に送られます。

この機能は、ポーリング中に検知されたイベントに影響を与えません。
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■ 「通知電子メールアドレス」- ここで指定する電子メールアドレスには、重大なシ
ステムイベント (赤色アイコンで示されるイベント) の発生時に、Health 
Monitoring モジュールから警告が送信されます。

このフィールドには、電子メールアドレスを 1 つだけ入力できます。

注 – ホストを Control Station に追加するときに、そのホストの管理者の電子メール
アドレスを入力すると、その電子メールアドレスは、そのホストに対する Health 
Monitoring モジュールからの通知も受信するようになります。

■ CPU の黄色アラーム - 黄色で示されるアラームを生成するしきい値を入力しま
す。この値は、CPU の平均負荷を表します。デフォルトの値は 3 で、推奨最大値
は 7 です。

■ CPU の赤色アラーム - 赤色で示されるアラームを生成するしきい値を入力しま
す。この値は、CPU の平均負荷を表します。デフォルトの値は 6 で、推奨最大値
は 15 です。

■ ディスクの黄色アラーム - 黄色で示されるアラームを生成するしきい値を入力しま
す。この値は、ハードディスクドライブの使用比率を表します。デフォルトの値
は 80 で、推奨最大値は 90 です。

たとえば、80 の値は、ハードディスクドライブの容量の 80% が使用されていると
きに、黄色アイコンで示されるアラームが生成されることを意味します。

■ ディスクの赤色アラーム - 赤色で示されるアラームを生成するしきい値を入力しま
す。この値は、ハードディスクドライブの使用比率を表します。デフォルトの値
は 90 で、推奨最大値は 95 です。

たとえば、90 の値は、ハードディスクドライブの容量の 90% が使用されていると
きに、赤色アイコンで示されるアラームが生成されることを意味します。

■ メモリの黄色アラーム - 黄色で示されるアラームを生成するしきい値を入力しま
す。この値は、メモリの使用比率を表します。デフォルトの値は 50 で、推奨最大
値は 75 です。

たとえば、50 の値は、メモリの 50% が使用されているときに、黄色アイコンで示
されるアラームが生成されることを意味します。

■ メモリの赤色アラーム - 赤色で示されるアラームを生成するしきい値を入力しま
す。この値は、メモリの使用比率を表します。デフォルトの値は 75 で、推奨最大
値は 90 です。

たとえば、75 の値は、メモリの 75% が使用されているときに、赤色アイコンで示
されるアラームが生成されることを意味します。

健全性監視の設定

Health Monitoring コントロールモジュールを設定する手順は、次のとおりです。
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1. 「健全性監視」→「設定」を選択します。

「健全性監視のプロパティ」テーブルが表示されます (図 4 を参照)。

図 4 「健全性監視のプロパティ」テーブル

2. 設定を行います。

変更可能な設定の一覧については、10 ページの「設定可能な健全性監視設定」を参
照してください。

3. 「保存」をクリックします。

「健全性監視のプロパティ」テーブルが更新されます。

アライブポーリングタスクのスケジュール作成

新規にアライブポーリングタスクのスケジュール作成を行う手順は、次のとおりで
す。

1. 「健全性監視」→「設定」を選択します。

「健全性監視のプロパティ」テーブルが表示されます。

2. 「新規アライブポーリングのスケジュール」をクリックします。

このボタンはテーブルの上にあります。 「Health Active Polling のスケジュール設
定」が表示されます。

3. 設定を行います。

アライブポーリング設定の一覧については、10 ページの「アライブポーリングおよ
び状態ポーリングの設定」を参照してください。

4. 「保存」または「取消し」をクリックします。
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■ 「取消し」をクリックした場合、スケジュールされたタスクは保存されません。
「スケジュールされたタスク」テーブルが表示されますが、キャンセルされたタ
スクは表示されません。

■ 「保存」をクリックした場合、スケジュール設定されたタスクが、スケジュール
されているタスクの一覧に追加されます。「スケジュールされたタスク」テーブ
ルに、新規タスクが表示されます。

5. 「スケジュールされたタスク」テーブルで、スケジュールが設定されているタスクの
詳細を表示したり、タスクを変更または削除したりできます。

■ スケジュールされたタスクの詳細を表示するには、虫めがねのアイコンをクリッ
クします。

■ スケジュールされたタスクを変更するには、鉛筆のアイコンをクリックします。

■ スケジュールされたタスクを削除するには、削除のアイコンをクリックします。

状態ポーリングタスクのスケジュール作成

新規に状態ポーリングタスクのスケジュール作成を行う手順は、次のとおりです。

1. 「健全性監視」→「設定」を選択します。

「健全性監視のプロパティ」テーブルが表示されます。

2. 「新規状態ポーリングのスケジュール」をクリックします。

このボタンはテーブルの上にあります。「Health Status Polling のスケジュール設
定」が表示されます。

3. 設定を行います。

変更可能な設定の一覧については、10 ページの「アライブポーリングおよび状態
ポーリングの設定」を参照してください。

4. 「保存」または「取消し」をクリックします。

■ 「取消し」をクリックした場合、スケジュールされたタスクは保存されません。
「スケジュールされたタスク」テーブルが表示されますが、キャンセルされたタ
スクは表示されません。

■ 「保存」をクリックした場合、スケジュール設定されたタスクが、スケジュール
されているタスクの一覧に追加されます。「スケジュールされたタスク」テーブ
ルに、新規タスクが表示されます。

5. 「スケジュールされたタスク」テーブルで、スケジュールが設定されているタスクの
詳細を表示したり、タスクを変更または削除したりできます。
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Health Monitoring モジュールへの新規
サービスの追加
Health Monitoring モジュールには、実行およびモニタ用にカスタマイズされたスク
リプトを組み込むことができます。スクリプトの実行結果により、Sun Control 
Station 上でアラームや重大イベントを生成するイベントが送付されます。そのイベ
ントに関する特定の情報は、詳細情報画面の「そのほかのシステムサービス」テーブ
ルに表示されます。「クリティカルなイベント」テーブルをクリアすると、アラーム
はリセットされます。

カスタマイズを簡単に行えるように、Health Monitoring モジュールは、カスタマイ
ズされたスクリプトに関する詳細を指定するための設定ファイルを使用します。この
設定ファイルから、健全性監視デーモンはモニタの名前、説明、実行するプログラ
ム、およびそのプログラムが提供するそれぞれの状態に関するテキストを取得しま
す。

状態は、0、1、2、または 3 の値を取ります。これらの値は、問題の重大度、つまり
健全性監視テーブルに表示される状態の色やアイコンに対応します。状態は次のよう
に規定されています。

■ State 0 = 利用できないサービス (点線の灰色アイコン)
■ State 1 = 通常動作中のサービス (チェックマークの緑色アイコン)
■ State 2 = 注意を要する状態 (感嘆符の黄色アイコン)
■ State 3 = 深刻なエラー状態 (X 印の赤色アイコン)

設定ファイルの形式

設定ファイルの形式は、次のようになっています。

■ version - 設定ファイルまたはモニタスクリプトのバージョンです。

例 : version 1.0

■ Program - 各間隔で実行するスクリプトのフルパス名です。

例 : /usr/mgmt/bin/cobalt_db.pl 

■ vendor - モニタ機能のベンダーまたはオーナーを指定する文字列です。

例 : Vendor Test

■ interval - モニタ機能が実行される間隔です。分単位で指定します。

例 : 10 

■ name - モニタ機能の名前を指定する文字列です。

例 : Database Check
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■ description - モニタ機能の概要を記載する文字列です。

例 : データベースのモニタ

■ state0msg - 「入手不能」 (灰色の丸アイコン) 状態のときに、イベントと共に送信
するメッセージを指定する文字列です。

例 : データベースサーバーがモニタされていないか、あるいは状態を入手でき
ません。

■ state1msg - 「良好」 (緑色の丸アイコン) 状態のときに、イベントと共に送信する
メッセージを指定する文字列です。

例 : データベースサーバーはオンラインです。

■ state2msg - 「注意」 (黄色の丸アイコン) 状態のときに、イベントと共に送信する
メッセージを指定する文字列です。

例 : データベースサーバーは無視されている状態です。

■ state3msg - 「深刻なエラー」 (赤色の丸アイコン) 状態のときに、イベントと共に
送信するメッセージを指定する文字列です。

例 : データベースサーバーはオフラインです。

設定ファイル内に指定されたプログラムは、0、1、2、または 3 の値を戻す必要があ
ります。健全性監視デーモンが (約 10 分間隔で) ポーリングパスを実行するときに、
設定ファイルに指定されたプログラムが実行されます。

結果 (0、1、2、または 3 の値) が取得され、プログラムが最初に実行された後に保存
されます。その後、健全性監視デーモンが起動するたびに、結果は前の結果と比較さ
れます。結果が異なる場合には、イベントが生成され、Control Station に送信されま
す。イベントには、状態、その状態に関連付けされたメッセージ、名称、バージョ
ン、およびそのサービスに関する説明が含まれます。黄色または赤色で示される状態
が戻されると、重大イベントが Control Station 上で生成され、UI の左上に動作状況
警告が生成されます。

設定ファイルは /usr/mgmt/etc/hmd ディレクトリに配置し、モニタスクリプトは 
/usr/mgmt/bin ディレクトリに配置します。

インストール時に、それらのファイルが適切なディレクトリに配置され、デーモンが
再起動されるように、インストールスクリプトにこれらの手順を含めてください。
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新規健全性監視サービスの作成

新規に健全性監視サービスを作成する手順は、次のとおりです。

1. 新規サービスに関する各種設定を含む設定ファイルを作成します。

設定ファイルにファイル名.conf の形式で名前を付けます (たとえば、
monitor_db.conf)。設定ファイルはすべて /usr/mgmt/etc/hmd ディレクトリに
配置されます。

以下に設定ファイルの例を示します。

version 1.0

program /usr/mgmt/bin/monitor_db.pl 

vendor Sun

interval 10

name Database

description Monitors the database.

state0msg The database server is not monitored/state unavailable.

state1msg The database server is running.

state2msg The database server is in limbo.

state3msg The database server is not running.

2. 新規サービスをモニタするスクリプトを作成します (設定ファイル内の「program」
設定)。

これらモニタスクリプトはすべて、/usr/mgmt/bin ディレクトリに配置されます。

たとえば、Database Check (monitor_db.pl) サービスのモニタスクリプトは次のよ
うになります。

#!/usr/bin/perl -w

# This script return whether mysql db is running
#
# return values:
#   Disabled/No info: 0
#   Running:          1
#   Not Running:      3

use strict;
use lib ’/scs/lib/perl5’;
use SysCmd;

if (system("/bin/ps -ef | /bin/grep mysqld | /bin/grep -v grep"))
{
   exit(3);
}
else {
   exit(1);
}

16 Sun Control Station 2.2 Health Monitoring モジュール • 2004 年 12 月



3. インストールスクリプト内に、次のような新規の健全性監視サービス専用の指示語を
含めます。

設定ファイルとモニタスクリプトを正しい場所にコピーします。

echo “Copying script to /usr/mgmt/bin “ >> $LOG 

cp /YourDirectory/patches/monitor_db.pl /usr/mgmt/bin/ 

echo “Copying config file to /usr/mgmt/etc/hmd “ >> $LOG 

cp /YourDirectory /patches/monitor_db.conf /usr/mgmt/etc/hmd/ 

4. この新規の健全性監視サービスをインストールするそれぞれのホストの種類ごとに、
パッケージファイルを作成します。

5. Software Installer モジュールを使用して、Control Station にパッケージをアップロー
ドします。Software Installer モジュールを使用してパッケージをパブリッシュする
か、あるいは選択したホストにインストールします。

詳細は、『Sun Control Station 2.2 ソフトウェアのインストール』 (PDF) を参照して
ください。
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